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大
学
で
得
た
こ
と
は
何
か
？　

あ

ら
た
め
て
考
え
る
と
、
そ
れ
は
単
な

る
知
識
な
ど
で
は
な
く
、
自
分
で
よ

く
考
え
て
自
分
の
可
能
性
を
引
き
出

す
「
自
立
・
自
主
性
」
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
な
り
に
解
釈
す
れ
ば
、

そ
れ
は
「
教
え
な
い
教
育
」
で
す
。

「
教
え
育
て
る
」
こ
と
が
教
育
で
あ

り
、「
教
え
な
い
教
育
」
と
い
う
言
葉

に
矛
盾
を
感
じ
る
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
を
説
明
す
る
に
は
、
私
が

社
長
に
就
任
し
た
と
き
の
話
か
ら
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
社
は
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス

ト
グ
ル
ー
プ
の
製
造
工
場
か
ら
倉
庫
、

各
支
店
に
製
品
を
運
ぶ
物
流
業
務
を

行
な
い
ま
す
。

　

私
が
社
長
に
就
任
し
た
当
初
、
販

売
物
流
業
務
も
あ
り
、
年
間
四
五
件

も
の
交
通
事
故
を
起
こ
す
な
ど
ひ
ど

い
状
態
で
し
た
。
事
故
を
ゼ
ロ
に
す

る
に
は
ど
う
す
る
か
。
私
の
試
行
錯

誤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
安
全
運

転
に
関
す
る
講
習
。
交
通
安
全
の
ビ

デ
オ
な
ど
を
使
っ
た
研
究
会
や
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
朝
礼
で
は
安

全
の
唱
和
も
行
な
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
知
識
に
よ
る
事
故
防
止
の
対

策
、
つ
ま
り
「
教
え
る
教
育
」
は
、

ま
っ
た
く
効
果
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
方
向
転
換
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
専
大
で
得
た
、「
教
え
な

い
教
育
」
で
す
。
自
立
し
て
自
ら
が

考
え
、
行
動
す
る
よ
う
意
識
を
変
え

る
こ
と
で
す
。
私
が
ま
ず
社
員
た
ち

に
徹
底
し
た
の
は
「
ク
ル
マ
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
」。
ク
ル
マ
を
大
切

に
扱
う
と
い
う
意
識
だ
け
で
す
。

　

少
し
で
も
汚
れ
た
ら
洗
車
す
る
。

運
転
席
の
回
り
も
、
整
理
整
頓
し
て

き
れ
い
な
状
態
を
保
つ
。
同
時
に
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
し
、
社
員
一

人
ひ
と
り
に
「
カ
イ
ゼ
ン
案
」
を
提

案
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
な
い
。

高
台
の
お
客
様
の
訪
問
は
、
積
み
荷

が
軽
く
な
っ
て
か
ら
回
る
よ
う
ル
ー

ト
を
考
え
る
な
ど
、
じ
つ
に
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
ね
。

　

ク
ル
マ
を
き
れ
い
に
し
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
考
え
る
こ
と
で
、
ク
ル
マ

に
愛
着
が
生
ま
れ
、
み
ん
な
が
大
事

に
扱
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
員

の
意
識
が
変
っ
た
こ
と
で
、
翌
年
は

事
故
が
一
一
件
に
、
二
年
目
は
六
件
、

三
年
目
に
は
三
件
に
ま
で
減
り
、
事

故
率
が
二
％
以
下
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
も
、「
教
え
な
い
教
育
」
の
効

果
で
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
服
装
や

身
な
り
も
き
れ
い
に
整
え
る
よ
う
に

な
り
、
お
客
様
へ
の
挨
拶
や
応
対
も

向
上
。「
人
は
こ
こ
ま
で
変
わ
る
も
の

か
」
と
、
私
自
身

が
驚
か
さ
れ
た
ほ

ど
で
す
。

　

人
の
持
つ
向
上

心
や
可
能
性
は
無

限
大
で
す
。
徳
を

育
て
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
き
っ
か

け
を
与
え
、
才
能

を
引
き
出
す
こ
と
。

そ
れ
が
、
真
の
教

育
な
の
で
す
。

自
ら
考
え
行
動
す
れ
ば

可
能
性
は
無
限
大
に

山口県出身。
66年に旧山陽コカ・コーラボトリング
（現コカ・コーラウエスト）入社。
人事部長、営業企画部長などを経て
02年にコカ・コーラウエストジャパングループ上席執行役員、
コカ・コーラウエストロジスティクス代表取締役に就任。
08年から相談役に。

不
況
か
ら
の
脱
却
は
、

価
値
の
創
造
に
あ
り
！

激
動
の
現
代
、専
修
大
学
が
掲
げ
る
「
社
会
知
性
」に
込
め
ら
れ
た
真
の
教
育
の
あ
り
方
と
は
…
…
。

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
知
力
と
は
何
か
に
つ
い
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
専
修
大
学
の
卒
業
生
一
〇
人
に
話
を
聞
い
た
。

激
動
の
時
代
に
解
き
明
か
す
教
育
の
本
質

社 会 知 性 の
チ カ ラ

日本を変える、
世界を動かす！
日本日本日本を変える

専修大学
 創立130年
記念企画

コカ・コーラウエスト
ロジスティクス 相談役

河辺捷義
（1966年経済学部卒業）

第　　回

「
教
え
な
い
教
育
」こ
そ
が
個
々
の
能
力
を
高
め

自
立
心
の
あ
る
若
者
を
育
て
る
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生
時
代
を
基
準
に
置
け
ば
、

専
大
で
の
四
年
間
は
、
私
に

学
に
入
学
し
た
当
時
は
、
住

み
込
み
で
新
聞
配
達
の
バ
イ

は
開
け
る
」。
こ
の
言
葉
を
胸
に
、

汗
に
ま
み
れ
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
ね
。

「
大
学
で
得
た
知
識
が
実
社
会
で
役

立
つ
の
か
？
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
ま
す
が
、
い
ず
れ
役
立
つ
と
き
が

来
る
と
断
言
で
き
ま
す
。
す
ぐ
に
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
上
の

立
場
に
な
れ
ば
「
あ
の
と
き
、
ゼ
ミ

の
教
授
は
こ
う
話
し
て
い
た
」
と
い

う
こ
と
が
、
ポ
ッ
と
出
て
く
る
も
の
。

　

在
学
生
は
、
学
生
時
代
ど
ん
欲
に

学
び
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
果
敢

に
挑
戦
す
る
心
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
。
ま
た
、
大
学
に
は
ス
ポ
ー
ツ
で

の
古
豪
復
活
を
望
ん
で
い
ま
す
。

た
ね
。
私
も
す
っ
か
り
興
奮
し
て
、

帰
国
後
に
同
好
会
（
現
「
専
修
パ
ワ

ー
ズ
」）
を
つ
く
っ
た
ほ
ど
で
す
。

　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
と
環
境
、
フ
ー

ド
、
地
域
振
興
を
柱
と
し
た
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
主

な
業
務
で
す
。
そ
し
て
、「
人
を
感
動

さ
せ
る
こ
と
」
が
、
今
な
お
私
が
志

し
て
い
る
仕
事
の
基
本
で
す
。
そ
の

原
点
は
、
専
大
時
代
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
専
大
生
の
皆

さ
ん
も
、
就
社
で
は
な
く
就
職
の
時

代
と
い
わ
れ
る
今
、
仕
事
の
ス
キ
ル

や
能
力
を
高
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

な
に
か
一
つ
志
を
持
っ
て
仕
事
に
臨

ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

と
っ
て
最
も
充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

大
学
に
入
っ
た
以
上
、
と
こ
と
ん
学

ぶ
つ
も
り
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
授

業
も
ほ
と
ん
ど
休
ま
ず
出
席
。
ま
た
、

志
を
共
に
す
る
多
く
の
友
を
得
る
こ

と
も
で
き
、
仲
間
と
一
緒
に
東
都
大

学
リ
ー
グ
で
、
神
宮
球
場
に
応
援
に

行
っ
た
の
も
、
と
て
も
い
い
思
い
出

で
す
ね
。

　

九
州
電
気
工
事
（
現
・
九
電
工
）

で
は
、
営
業
所
の
庶
務
と
し
て
資
材

の
調
達
や
配
送
と
い
う
仕
事
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
目
標
を
忘
れ
ず
、

信
念
を
持
ち
続
け
れ
ば
、
や
が
て
道

ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
朝
三
時
半

に
起
床
し
、
授
業
が
終
わ
れ
ば
夕
刊

を
配
り
に
戻
る
と
い
う
生
活
を
一
年

半
ほ
ど
続
け
て
い
ま
し
た
ね
。

「
自
分
の
大
学
生
活
は
こ
の
ま
ま
で

い
い
の
か
？
」
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
私
の
将
来

を
決
定
づ
け
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
と
の
出
会
い
で
す
。
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
初
め
て
観
戦
し
た

の
で
す
が
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
で
、
一
二
万
人
も
の
観
客
が
熱

狂
し
て
、
す
ご
い
盛
り
上
が
り
で
し

　韓国・中国・台湾など、さまざま
な価値観を持つ留学生が在籍するゼ
ミで、ゼミ長を務めました。「メンバ
ーの個性・価値観を尊重し、目標に
向かい、最高のチームを築き上げ
る」。このゼミ経験は、現在でも私
自身が目指す理想的なリーダー像の
基礎として、役立っています。

　部員120人というテニスサークル
に所属、3年から支部長を務めまし
た。みんなが安心してサークルに参
加できるよう努め、責任感や協調性
を習得しました。作間ゼミでは、経
済の動きを数学的にひも解くことで、
論理思考を身につけるなど、仕事で
不可欠なものになっています。

　経営学研究会に所属し、企業の研
究や、他大学との討論会などに積極
的に参加しました。本当に人が好き
で、多くの人とお酒を飲んでは意見
を交わし合いました。その思いは変
わらず、今は管理職という立場で、
人と触れ合い、人とともに生きるこ
との楽しさを実感しています。

　正村公宏ゼミは、議論好きで情熱
的な先輩が多く、必ず毎週数冊の課
題書籍を読んで理解して出席する必
要のある厳しいゼミでした。先生か
らは経済政策の根底にある人間愛を
学びました。なかでも環境・福祉・
地域・地場産業に関する精神性は、
今の仕事のなかで生かされています。

東京都出身。飯田謙一ゼミで、
「日本企業の海外経営と国際経

営」を研究。00年、東京ディズニーランド
などを運営するオリエンタルランドに入社。
商品販売部のユニットマネージャーを務める。

埼玉県出身。作間逸雄教授の
ゼミで経済数学を学ぶ。96年、

亜土電子工業入社。01年にデジソニック
（現・ソニマ）設立。DVDなどの宅配レンタ
ルで急成長。

静岡県出身。田口冬樹ゼミで
流通論を学ぶ。通信販売をテー

マとした卒論を執筆中に通販の要である、運
送業に興味を持ち、同社に入社。九州および
関東の支店長を経て、現在に至る。

新潟県出身。アパレル商社を
経験後、82年通販のSTEILAR 

C.K.Mの創業期より参画。00年、JASDAQ
上場。08年、ものづくり研究所設立。全国
地域資源の商品開発などを手掛ける。

　在学中、図書館にこもって本を開
き、ひたすら勉強をしたことを覚え
ています。そこで、人に頼らず、自
分から学び取る自学自習の大切さを
実感。物事を深く考え、悩み、そし
て本質をとらえる。それが、社会、
人間関係そして自分自身を理解する
ことになるのだと思っています。

　片道2時間30分の遠距離通学をし、
授業にゼミ、税務会計研究会、アル
バイトと、さまざまな活動に取り組
み、大変忙しかったですね。なかで
も、積極的に取り組んだゼミ活動が
一番の思い出です。よき師、友人、
先輩に恵まれ、地道に努力していく
ことの大切さを学びました。

　学生時代から、「会社を創る」が目
標でした。そんな思いで、グリーク
ラブの創設、経営学部創成期のゼミ
ナール連合会の創設活動など、現会
社名にもなっている「創る」ことに
意欲的に挑戦してきました。目標を
具体的に持ち続けた結果が現在につ
ながっていると感じています。

北海道出身。85年、カード
ビジネスをサポートするシステ

ムやネットワークの開発、販売を行なう同社
に入社。05年、社長就任。現在は、コンピ
ュータソフトウェア協会常任理事も兼任。

東京都出身。在学中は小澤康
人ゼミで財務会計を学ぶ。76

年千葉銀行入社。地域の総合金融サービスの
確立を目指すと同時に、社会貢献活動にも積
極的な同社で、08年、常務取締役に就任。

滋賀県出身。医療用機器の研
究、製造、販売を行なう、クリ

エートメディックの創業者。同社は84年、
故・本田宗一郎氏の研究開発型起業育成セン
ターより融資を受け、93年に東証1部上場。

栃木県出身。91年に電通ワンダーマン入社。
日本オラクルなどを経て、05年にゴールを設立。
一般社団法人日本スポーツ放映飲食店協会理事。
09年3月早稲田大学大学院スポーツ科学研究科
修了。

佐賀県出身。71年、九州電気工事（現・九電
工）入社。宮崎支店長、常務取締役電力本部長
などを経て、現在に至る。人材開発・人事労務
担当としても、大学で得た法学の知識を生かし
て、その手腕を振るう。

九電工 取締役常務執行役員

谷口筆敏（1971年法学部卒業）

ゴール 代表取締役

関口秀之（1991年経済学部卒業）

目標を忘れず
信念を持ち続ければ
やがて道は開ける

大学の4年間で
生涯持ち続ける
仕事への志を見つける

千葉銀行  常務取締役

伊東 正
（1976年商学部卒業）

ヤマト運輸 兵庫主管支店長

長谷川真也
（1984年経営学部卒業）

ソニマ 代表取締役社長

明石康弘
（1996年経済学部卒業）

オリエンタルランド
ユニットマネージャー

川崎信行（2000年商学部卒業）

ものづくり研究所  代表取締役

北條 規
（1979年経済学部卒業）

クリエートメディック 最高顧問

相川文雄
（1967年経営学部卒業）

学大

ビジネスの
最前線で
創造し続ける
―経験から学ぶ

インテリジェントウェイブ
代表取締役社長執行役員

山本祥之（1978年経営学部卒業）
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